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て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
外
出
の
機
会
が

少
な
い
人
を
対
象
に
、
生
き
が
い
活
動

通
所
事
業
や
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業
、
食
の
自
立
支
援
事
業
な
ど
を
推
進

し
、
生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
天
草
市

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の
後
期
行

動
計
画
を
平
成
21
年
度
に
策
定
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
健
全
育
成

や
子
育
て
家
庭
を
市
全
体
で
支
援
す
る

た
め
の
調
査
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
乳
幼
児
を
持
つ
親
子
に
交
流
の

場
を
提
供
す
る
〝
つ
ど
い
の
広
場
事

業
〞
に
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
１
人
を

増
員
し
、
子
育
て
や
悩
み
の
相
談
に
応

じ
る
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
計
画

の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
支
援
、
消
防
関

係
の
資
機
材
の
整
備
や
防
火
水
槽
の
設

置
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様

の
生
命
や
財
産
を
災
害
な
ど
か
ら
守
っ

て
い
き
ま
す
。

　

文
化
振
興
に
つ
い
て
は
、「
文
化
振

興
計
画
」
や
「
全
島
博
物
館
構
想
計

画
」
に
基
づ
き
、
心
豊
か
で
、
文
化
を

身
近
に
楽
し
め
る
環
境
整
備
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
世
界
遺
産
登
録

推
進
に
つ
い
て
は
、
﨑
津
教
会
や
大
江

教
会
お
よ
び
そ
の
周
辺
集
落
の
国
指
定

「
重
要
文
化
的
景
観
」
へ
の
選
定
を
目

ざ
す
な
ど
、
世
界
遺
産
登
録
に
必
要
な

要
件
を
整
備
し
、
熊
本
県
や
長
崎
県
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

地
域
づ
く
り
の
基
本
は
、
〝
人
づ
く

り
〞
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
「
地
域
の
将
来
を
見
据

え
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
ら
が
つ
く

る
」
と
い
う
郷
土
意
識
と
主
体
性
を
持

っ
て
地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
、
本
市
の
振
興
発
展

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
「
地
区

振
興
会
」
が
各
地
域
に
設
立
さ
れ
て
２

年
あ
ま
り
が
経
過
す
る
中
で
、
各
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
各
地
域
間
に
は
依
然
と

し
て
地
域
活
動
に
対
す
る
温
度
差
が
あ

る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
視
察
研
修
の
実
施
や
地

域
づ
く
り
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
地

域
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
の
確
保
・

養
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
担
当
職
員
の
研

修
に
よ
り
地
域
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
役
を

務
め
る
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
、
地

域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

自
治
組
織
と
行
政
と
が
手
を
携
え
て

地
域
の
課
題
解
決
に
あ
た
る
と
と
も

に
、
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
行
政
と
し

て
の
支
援
の
あ
り
方
を
模
索
し
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
も
「
市
民
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
つ
い

て
は
、
今
年
３
月
に
策
定
す
る〝
天
草

市
男
女
共
同
参
画
計
画
〞に
基
づ
き
、

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
、
市
の
審
議

会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
登
用
な
ど

に
努
め
、
す
べ
て
の
人
が
共
に
生
き
る

社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育
基
本
法
や

教
育
関
係
法
の
改
正
に
伴
い
、
教
育
委

員
会
の
役
割
の
明
確
化
や
教
育
行
政
の

地
方
分
権
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

教
育
委
員
定
数
の
弾
力
化
や
保
護
者
が

必
ず
教
育
委
員
に
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
な
ど
の
改
正
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
４
月
の
法
施
行
に
あ
わ
せ
、

保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆
様
の
意
向
を

な
お
一
層
教
育
行
政
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
信
頼
さ

れ
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
今
後
と

も
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学
校
訪
問
指

導
の
計
画
的
な
実
施
や
、
研
究
指
定
校

と
し
て
の
研
究
成
果
の
全
学
校
へ
の
普

及
な
ど
に
よ
り
、
学
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
指
導
補
助
教
員
の
配
置

に
よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導
の
充
実

や
、
学
校
司
書
の
配
置
に
よ
る
児
童
・

生
徒
の
読
書
活
動
の
推
進
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
い
じ
め
や
不
登
校
問
題
に
対

し
て
は
、
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
会
議

を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
や
教
育
相
談
員
を
配
置
し
、
適
切
な

指
導
や
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

倉
岳
地
区
の
３
小
学
校
を
統
合
し
、
こ

の
４
月
に
倉
岳
小
学
校
と
し
て
開
校
す

る
ほ
か
、
本
渡
地
区
の
３
中
学
校
を
統

合
し
て
新
設
す
る
中
学
校
の
建
設
工
事

に
も
着
手
し
、
地
域
と
の
調
和
や
環
境

に
配
慮
し
た
学
校
建
設
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
教
育
効
果
の

向
上
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
配
慮
し
た
全

市
的
な
学
校
配
置
を
検
討
す
る
た
め
、

「
天
草
市
学
校
規
模
適
正
化
審
議
会
条

例
」
に
基
づ
く
審
議
会
を
設
置
し
、
平

成
21
年
度
を
目
途
に
学
校
規
模
適
正
化

計
画
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
耐
震
化
対

策
や
安
全
の
た
め
の
環
境
整
備
を
計
画

的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学

校
給
食
に
つ
い
て
は
、
食
育
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
の
推
進
や

衛
生
管
理
体
制
の
充
実
を
図
り
、
安

全
・
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
い
て
は
、「
生
涯
学

習
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
が
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
由
に
、
多
様

な
学
習
の
機
会
か
ら
選
択
し
て
学
べ
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
家
庭
教
育
の
自
主
性
を
尊
重
し
な

が
ら
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
な
ど
、

家
庭
教
育
の
支
援
に
努
め
る
と
と
も

に
、
放
課
後
に
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

で
健
や
か
な
活
動
が
で
き
る
場
所
を
確

保
す
る
た
め
に
、「
放
課
後
こ
ど
も
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
に
取

り
組
み
、
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
環
境
づ
く
り
や
、
競
技
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
実
業
団
や
学
生
の

合
宿
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

九
州
西
岸
地
域
の
交
流
拠
点
都
市
と

し
て
の
機
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

陸
・
海
・
空
に
お
け
る
交
通
体
系
の
整

備
が
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、
広
大
な

市
域
を
誇
る
本
市
の
一
体
性
を
高
め
る

た
め
に
は
、
道
路
や
情
報
通
信
網
な
ど

の
社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

熊
本
天
草
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
松
島
有
明
道
路
の
完
成
に
伴
っ

て
上
津
浦
〜
合
津
間
13
・
３
㎞
が
開
通

し
、
新
１
号
橋
を
含
む
大
矢
野
バ
イ
パ

ス
や
宇
土
道
路
に
つ
い
て
も
事
業
に
着

手
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
草
瀬
戸
大
橋

は
、
上
島
・
下
島
の
交
通
拠
点
で
あ

り
、
こ
の
橋
周
辺
の
交
通
渋
滞
を
解
消

す
る
に
は
第
二
天
草
瀬
戸
大
橋
の
建
設

が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
熊
本
天
草
幹
線

道
路
の
整
備
促
進
、
第
二
天
草
瀬
戸
大

橋
の
早
期
事
業
着
手
に
つ
い
て
は
住
民

決
起
集
会
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
官
民

一
体
と
な
り
、
整
備
促
進
を
関
係
機
関

に
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

九
州
西
岸
軸
構
想
の
基
幹
道
路
と
な

る
島
原
・
天
草
・
長
島
道
路
な
ど
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
は
、
そ
の
早
期
実
現
の

た
め
に
「
島
原
・
天
草
・
長
島
架
橋
建
設

促
進
協
議
会
」
の
事
務
局
を
本
市
が
担

う
こ
と
と
し
、
よ
り
一
層
主
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
道

や
御
所
浦
架
橋
の
整
備
促
進
を
は
じ

め
、
日
常
生
活
に
密
着
し
た
生
活
関
連

道
路
の
改
良
や
維
持
補
修
を
実
施
し
、

住
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

海
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
〝
御
所

浦
・
水
俣
航
路
〞
の
維
持
対
策
と
し

て
、
天
草
海
上
タ
ク
シ
ー
協
会
が
事
前

予
約
制
で
週
３
回
の
運
航
を
今
年
１
月

か
ら
始
め
て
お
り
、
そ
の
経
費
の
一
部

を
市
が
補
助
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

④ 

地
域
を
担
う
人
づ
く
り

⑤ 

機
能
的
な
社
会
基
盤
づ
く
り

平成20年度  

▲栖本地区では、“かっぱ”を生かした
　　　　　　　　　まちづくりを実施されています

・・・・・・・・・・6,738万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,434万円

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11億1,187万円

●地域自立コミュニティ活動支援事業（地区振
興会が行う地域行事などの推進を図るため、
まちづくり協議会に補助を行う）

●学習指導補助教員設置事業（小学校１・２年
で31人以上の学級や、特に必要がある学校
に補助教員を配置し、きめ細かな指導を図
る）

●（仮称）新統合中学校建設事業（本渡中学校・
佐伊津中学校・本町中学校を統廃合し、新た
な中学校を建設する）

▲昨年９月に開通した熊本天草幹線道路「松島有明道路」


